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最近,パ ーソナルコンピュータの普及に伴

い,コ ンピュータコントロール可能な測定機

器が開発され,測 定操作の自動化,測 定時間

の短縮,デ ータの蓄積 と解析の精度向上など

の点で大 きな進歩がみられる.分 子の励起状

態からの発光を測定するナノ秒分光測光シス

テムのコンピュータコントロールに関しては,

小松原1)が報告 したが,今 回は励起状態の吸

収測定のシステムを組み,コ ンピュータコン

トロール可能なステッピングモータを用いて

波長駆動 を行なう測定プログラムを作成 した.

装置

図1に 励起状態吸収測定用システムを示す.

図中の点線は励起光 とモニター光の光路を

示す.励 起分子の割合を増すため励起用 レー

ザ光をL3で 絞 り,直 角方向からその部分を
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モニ ター光で測定 する.モ ニ ター光 を小 口径

にす るためL1で キ セ ノン光 を点 光源 にしピ

ンホール を通 した.光 路 の微調整 を行 なえる

よ うに,L2,L3,試 料 セル に図に示 した

方向の微調整可動装置 をつ けた.

図 中の波線 は図2に 示 したよ うな時 間相関

のあ る測定系 をつ ないだ ものである.キ セノ

ンラ ンプ はキ セ ノ ンランプパ ルサー に よ り

100μs～1msの パ ルス光源 とな る.

図1の 実線矢 印はパ ーソナル コンピュータ

(PC9801-F)で コ ン トロー ルす る測 定系 を

示 す.PC9801-Fと プ ロ グ ラマ ブ ルパ ルス

→ P(波 長駆動条件設定指令)→MD

〈ステ ップモータ駆動→波長設定完了〉

P(測 定開始指令)→TS

〈測定→ ス トレージスコープ内に

データ保存>

1

TS(デ ー タ転送)→P

<フ ロ ッピーディスクヘデータ保存>

1

モ ー タ ド ラ イ バ ー はRS232Cで 接 続,

TS-8123はGP-IBで 接 続する.測 定 用プロ グ

ラムの フ ローチ ャー トを以 下 に示 す.Pは

PC9801-Fの,TSはTS-8123の,MDは モ ー

タ ドライバ ーの略語であ る.

キ セ ノンモ ニター光の強 さは非常 に安定で

あ るが,N2レ ー ザ光 の強 度 は変 化 す る こ と

もあ るので,同 一波長で数回デ ータを とり再

現性 をチ ェ ックす る.こ の系 で はス テ ップ

モー ター200パ ル スが25nmの 波 長 駆動 に対

応す るので,溶 液スペ ク トルの測定 では20パ

ル ス(2.5nm)又 は40パ ル ス(5nm)刻 み

で動 か した.

まとめ

本システムでは波長駆動,吸 収測定の同一

コンピュータからの制御が可能であるため実

験が非常に省力化 された.オ シロスコープの

画面をそのまま記憶させる方式であるため,

保存 したデータの解析により吸収の時間変化

も追跡で きる.短 寿命の励起状態の吸収スペ

クトルも励起直後のデータを利用できるので,

求めることがで きる.但 し光変化を起こしや

すい物質の場合はマルチチャンネルアナライ

ザーを用いた一回励起でスペクトルの得 られ

る方法の方が適 している.
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